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九
一
一
九
三
三
年
）

　
叢
叢
科
學
と
誓
學
と
の
密
謀
な
結
舎
、
　
…
の
他
へ
の
常
に
活
画
な
に
糞
ら

き
か
け
ほ
、
フ
ラ
ン
ス
學
界
の
纈
署
な
蒔
色
で
あ
る
。
そ
れ
は
科
學
の
歴
史
の

周
醸
な
研
究
を
坐
む
と
共
に
、
深
化
し
て
科
學
の
哲
學
の
騎
密
な
批
剣
に
到

る
Q
我
々
ロ
、
既
に
デ
カ
ル
ト
に
見
ら
れ
ろ
試
写
・
哲
學
的
麟
帥
の
縫
承
者
建

の
名
為
容
易
に
葱
趨
す
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
傳
統
的
締
融
か

ら
遮
れ
ぬ
科
世
論
朔
匹
、
前
代
に
於
て
は
ボ
ア
ン
カ
レ
と
デ
ュ
ー
ア
ン
に
よ

っ
て
代
表
さ
れ
て
ゐ
糞
が
、
現
代
に
於
て
は
、
昨
年
十
二
鍔
三
蒲
巴
単
で
長
逝

か
、
惜
ま
れ
象
エ
ミ
1
ル
・
メ
ー
エ
ル
ソ
ン
に
於
て
そ
の
環
黙
に
達
し
て
ゐ
索
O

　
彼
ほ
ボ
ー
ー
フ
ン
ド
の
ル
プ
リ
ン
（
常
蒔
は
ロ
シ
ア
領
）
の
ル
由
れ
、
　
ユ
ダ
ヤ

系
で
あ
る
と
い
巨
れ
ス
b
幼
少
の
頃
、
ド
イ
ソ
に
移
っ
て
、
中
型
敏
育
か
受

け
、
大
隠
生
活
匿
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
筆
で
叢
り
、
専
攻
ば
化
學
で
あ
っ
六
。

…
八
入
二
年
來
パ
リ
に
定
住
、
化
飯
岡
瞭
、
山
勘
員
等
な
職
と
し
糞
。
一
入

八
四
卑
頃
、
化
學
の
歴
史
に
興
味
な
持
ち
、
捉
に
三
献
科
學
…
般
の
糎
學
的

研
究
に
進
み
、
㎝
八
八
九
年
膿
腫
こ
の
方
葡
に
專
聴
し
歪
と
い
ば
れ
る
。
彼

の
學
統
ぱ
純
脛
に
フ
ラ
ン
ス
的
で
あ
ろ
と
に
い
へ
な
い
が
、
そ
の
學
的
斜
萢

は
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
科
學
の
暫
學
に
深
い
根
か
張
っ
て
み
る
・
尤
も
、
彼

の
最
勅
の
哲
隠
避
堅
作
「
開
…
と
實
在
」
ほ
ご
嶺
桜
年
男
の
も
の
で
あ
る
に
拘

雑

簸

ら
す
、
彼
の
名
に
闘
外
に
に
あ
ま
り
に
徳
へ
ら
れ
て
る
な
か
つ
究
O
ユ
ー
ペ

ル
ゴ
ー
〃
の
哲
學
吏
の
最
新
版
（
一
九
二
八
年
）
す
ら
、
僅
に
池
補
の
都
に
撒

押打

�
R
へ
へ
て
み
る
に
、
過
ぎ
す
、
我
が
μ
國
の
欝
典
の
溜
州
に
ほ
、
胃
堀
近
の
も
の
に
さ

へ
、
茄
仮
の
名
に
全
触
然
m
兄
綴
さ
れ
．
な
か
つ
六
〇
俳
γ
レ
、
｝
九
三
一
年
「
田
心
鮭
の
歩

み
し
と
題
す
ろ
大
署
の
寓
版
の
頃
か
ら
、
、
あ
科
學
三
士
漕
の
名
ば
諸
國
に
賦

傳
さ
れ
、
「
二
一
と
實
在
」
の
英
謬
、
猫
課
も
多
く
の
誠
蔚
為
得
る
に
到
つ
糞
。

　
「
同
｝
と
賢
夜
し
に
、
三
一
に
科
動
的
・
實
詮
主
義
的
認
識
論
た
克
服
ぜ
ん

と
す
る
。
　
彼
の
專
門
の
化
學
の
績
城
に
断
て
も
、
経
験
諭
ば
學
問
的
に
維
持

さ
れ
．
る
べ
吾
立
揚
で
ば
な
い
Q
飯
謂
経
験
…
約
な
磁
気
科
學
も
ア
。
プ
リ
ナ
サ

歳
諸
嬰
素
に
浸
潤
し
て
み
る
。
　
科
學
的
な
研
究
の
杢
盤
ほ
、
煮
識
的
に
ぜ
よ

無
意
識
酌
に
ぜ
よ
、
諸
暇
親
の
影
響
の
下
に
立
っ
て
る
ろ
。
第
二
に
、
嬢
疑

的
現
象
論
、
科
學
的
・
不
可
知
論
的
實
詮
生
民
に
反
響
し
て
、
形
面
上
學
的
・

賀
在
譲
的
認
識
論
為
樹
立
ぜ
ん
と
す
る
。
漫
然
科
撃
的
な
理
論
と
嶽
然
法
則

と
は
、
謙
遜
に
斑
へ
へ
ら
れ
澹
5
へ
」
の
索
材
の
紘
駅
尾
側
で
に
な
く
し
て
、
精
一
脚
の

爾
遊
で
あ
ろ
。
経
験
的
・
實
讃
的
法
則
科
雄
に
羅
え
す
伺
一
性
と
悔
常
盤
と

の
語
概
念
な
援
用
し
て
み
る
。
自
然
研
究
港
は
、
二
つ
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
な

原
理
、
舎
法
期
性
と
膿
果
性
と
に
從
属
し
て
み
ろ
。
科
學
的
思
惟
に
、
ア
◎

ザ
．
リ
ナ
リ
な
も
の
と
ア
。
ボ
ス
テ
擁
ナ
リ
な
も
の
と
か
ら
成
立
っ
て
る
る
O

前
極
ほ
（
我
々
の
便
用
す
る
諸
假
観
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
つ
て
自
然
の
統
一

に
規
立
す
る
。
班
愛
翫
密
犬
掻
も
神
谷
遣
瀬
造
で
あ
ろ
Q
侮
と
な
れ
ば
、
科

墨
↓
μ
、
軍
戸
に
い
へ
ば
、
経
験
的
で
は
（
俵
く
し
て
、
隅
一
律
の
’
乱
塾
…
へ
の
累

灘
的
置
場
で
あ
る
か
ら
。
　
尚
一
律
こ
そ
思
惟
の
最
も
霞
要
な
根
本
的
原
則

で
あ
り
、
こ
の
原
難
の
科
學
へ
の
下
馴
ぱ
、
爾
果
律
離
立
の
努
力
に
よ
っ
て

入
九
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哲
學
研
究
　
錦
二
百
十
六
號

表
さ
れ
る
。
　
郎
ち
畦
閥
的
く
異
つ
六
も
の
か
ら
「
岡
一
」
ル
見
陣
す
二
と
が
、

部
ち
療
困
と
緋
果
と
か
繍
等
し
と
マ
る
こ
と
が
、
閃
果
性
の
説
明
で
あ
る
。

從
っ
て
、
科
學
的
法
難
ぼ
擬
念
的
構
成
で
あ
り
、
痴
然
の
殿
序
の
糟
性
に
よ

っ
て
映
さ
れ
☆
癬
似
籐
で
あ
る
Q
自
然
の
法
則
巨
、
我
々
が
そ
れ
爆
国
玉
し

な
か
つ
六
前
ぱ
、
窟
霧
ぜ
す
、
父
我
々
に
よ
つ
ヴ
、
嘉
次
の
法
懸
に
融
解
さ
れ

糞
後
も
存
在
し
な
い
。
併
し
、
科
學
的
法
則
ほ
、
實
雀
為
炭
現
す
る
け
れ
ど

も
、
そ
れ
に
於
て
充
全
で
あ
ろ
こ
と
ば
畠
罪
な
い
。
我
々
の
悟
挫
と
實
礁
と

の
一
致
に
認
め
ら
れ
ろ
げ
れ
ど
も
、
そ
れ
ば
た
ゴ
部
分
的
に
の
み
可
能
で
あ

る
O
か
く
て
、
メ
ー
エ
ル
ソ
ン
に
、
蜀
筋
諭
と
経
験
論
的
な
捜
疑
論
と
の
巾

問
に
立
つ
と
い
採
れ
ろ
Q

　
第
二
の
署
修
「
科
墨
に
於
け
る
説
明
」
（
一
九
二
一
年
）
ほ
、
一
方
科
學
的
・

實
議
同
義
的
認
識
票
為
斥
け
う
と
典
に
、
他
方
灼
然
科
學
二
親
明
に
野
し
て

形
面
上
學
の
由
利
た
娩
護
ぜ
ん
と
で
ろ
。
白
磁
科
學
巨
木
質
的
に
實
准
論
的

で
あ
り
、
自
我
奄
超
越
す
ろ
實
雀
、
物
の
概
念
か
狭
く
こ
と
が
轟
來
な
い
。

科
礁
の
慧
酌
ぱ
箪
な
ろ
記
遠
で
ほ
隷
く
し
て
、
説
明
で
あ
．
り
、
法
魏
の
確
立

で
あ
る
。
科
學
的
説
明
の
門
標
ほ
、
顧
欝
と
結
果
と
の
同
一
を
望
見
し
、
総

て
の
闘
題
為
幾
侮
、
學
の
問
題
に
馨
下
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q
併

し
、
そ
れ
に
露
点
に
到
懸
す
ろ
こ
と
ば
不
可
能
で
あ
り
、
科
學
の
合
理
化
に

は
、
常
に
覇
合
理
的
な
も
の
が
獲
存
す
ろ
。
形
弼
上
海
的
要
求
ほ
総
て
の
哲

畢
た
貫
い
て
み
ろ
。
「
先
．
つ
生
活
し
、
次
に
哲
画
す
ろ
し
の
で
ぱ
な
く
し
て
、

「
癒
撫
す
る
こ
と
が
哲
學
す
ろ
こ
と
し
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
因
果
律
ほ
鋳

兜
の
箪
な
る
多
謝
で
ば
な
く
～
て
、
そ
れ
に
欝
慮
す
る
も
の
を
、
自
然
そ
の

も
の
の
最
も
深
い
本
質
に
煮
て
兄
欝
す
。
こ
、
に
、
ゲ
ー
テ
の
い
つ
索
如
く
、

九
〇

學
校
鴫
曾
敏
へ
ら
・
れ
る
や
・
り
（
猛
形
再
上
礁
で
ほ
（
砥
・
「
し
て
、
「
物
理
隙
堕
晶
剛
に
あ
己
り

し
、
共
に
あ
り
、
又
後
に
あ
る
だ
ら
づ
形
弼
上
帝
し
が
要
求
さ
れ
ろ
の
で
あ

ろ
Q

　
〔
、
癬
滑
論
的
灘
熟
し
（
7
兀
一
…
識
年
）
ぽ
概
野
難
原
理
に
豊
す
ろ
替
〔
否
為
蓮
べ

る
の
で
ほ
な
く
し
て
、
　
こ
の
理
論
の
解
群
と
設
明
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
暫
學

熊
確
め
よ
づ
と
す
・
る
の
で
あ
ろ
。
昨
年
公
に
さ
れ
六
澱
蝋
子
物
幾
墜
に
於
け

る
偏
在
と
決
定
論
」
も
亦
縛
一
の
意
瞬
な
有
す
る
も
の
と
兄
ら
れ
ろ
。
粗
灘

性
理
論
ほ
、
…
呪
象
論
と
廊
μ
誕
生
義
的
癬
欝
主
義
と
に
死
の
宣
皆
た
蹴
ハ
へ
、
物

埋
學
煮
加
納
在
に
ま
で
飾
れ
艮
す
。
づ
フ
ド
〃
ス
た
冒
し
て
貧
．
ば
、
翻
欝

性
理
論
の
説
く
實
顧
ぱ
存
在
論
的
羅
鷲
者
で
あ
り
、
眞
の
即
自
的
存
在
で
あ

り
、
蜜
存
の
非
翻
鱗
性
で
あ
ろ
Q
そ
れ
に
於
て
ほ
、
事
象
そ
の
も
の
の
差
異

が
同
一
に
遼
兀
さ
れ
う
の
み
な
ら
す
、
槻
測
潜
の
翻
違
も
捕
一
に
還
元
さ
れ

ろ
。
そ
れ
ば
、
物
理
的
獄
も
の
た
超
空
問
約
な
も
の
に
還
元
し
、
合
理
化
ぜ

ん
と
す
・
る
幾
侮
學
的
蹴
明
で
あ
る
Q
そ
れ
ば
、
噂
問
に
於
け
ろ
輩
成
・
蔓
化

葎
、
そ
の
否
定
に
よ
っ
て
、
純
粋
に
空
頭
的
な
請
概
念
に
還
元
す
る
、
、
と
に

よ
っ
て
説
明
し
よ
・
つ
と
す
る
¢
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
設
く
時
附
、
空
闘
感
、

カ
ッ
シ
レ
ル
の
そ
れ
為
カ
ン
ト
の
曝
空
諭
に
慰
し
よ
う
と
す
ろ
努
力
に
鞠
ら

す
、
薦
齪
の
形
式
で
匡
な
く
し
て
、
物
自
撒
に
吊
し
、
貞
我
か
ら
解
き
放
糞

れ
、
客
魏
的
な
も
の
の
本
質
為
梅
醤
し
て
み
ろ
。
　
ユ
ー
グ
リ
ド
の
窒
問
に
、

人
聞
に
雨
避
な
も
の
で
あ
ろ
が
、
　
屈
曲
と
、
ひ
だ
の
あ
る
空
…
同
ほ
物
に
隅
脚
す

る
○
　
炉
・
れ
湿
は
聯
碁
際
に
、
　
又
丈
凄
＋
…
癩
一
り
に
告
白
円
朧
温
で
評
の
る
G
　
煽
…
愚
図
湿
触
磯
靱
酬
ほ
撫
ル

験
的
親
念
論
で
も
、
現
象
論
的
賢
謹
慮
義
で
も
な
く
し
て
、
一
つ
の
形
弼
上

心
的
親
系
で
あ
り
、
科
學
的
歎
學
嵐
義
で
あ
り
、
　
超
鞭
學
で
あ
り
、
汎
鍛
學
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車
義
で
あ
る
。
併
し
、
、
あ
差
溺
か
同
一
に
還
元
し
よ
う
と
す
ろ
翻
灘
性
理

論
も
、
白
癩
と
ば
異
質
的
な
る
霧
廊
な
完
全
に
溝
失
ぜ
し
め
る
こ
と
は
醗
來

な
い
。

　
「
思
惟
の
歩
み
」
ハ
…
九
三
一
年
）
の
盆
．
旨
ぱ
、
「
同
一
と
毎
号
し
富
国
逓
べ
糞

も
の
と
題
一
で
あ
ろ
。
ベ
ル
グ
ソ
ン
も
い
っ
て
み
ろ
や
う
に
、
哲
學
の
諸
撒

系
も
一
つ
の
魏
念
の
周
園
か
廻
隠
し
て
み
る
の
で
あ
る
Q
科
推
暫
も
常
識
人

と
瞬
じ
く
、
自
己
の
研
究
の
麺
軽
乃
知
ら
す
、
そ
の
発
見
ほ
殆
ん
ど
無
煮
凝

晶則

ﾉ
な
⑯
C
れ
て
る
…
ろ
）
w
て
ハ
リ
心
糊
疏
鳳
で
魚
旧
蝋
闇
縄
に
、
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ソ
謂
グ
瓢
小
し
入
ム

親
畳
阻
象
の
如
く
、
多
く
の
推
理
逆
軍
ン
デ
ン
ス
し
て
含
ん
で
み
る
。
　
そ
れ

な
｝
つ
一
山
上
し
て
吟
味
す
る
の
が
科
學
の
哲
學
の
ロ
的
で
あ
る
Q

　
科
學
的
推
理
の
原
狸
ば
翫
講
ア
・
プ
リ
ナ
B
的
な
も
の
で
あ
る
Q
そ
れ
ほ

人
問
の
本
性
に
囲
右
な
も
の
で
あ
り
、
性
質
一
世
化
の
中
に
捕
一
た
維
持
し
、

噂
窒
的
憂
化
か
通
じ
て
恒
常
的
で
あ
ろ
。
差
測
を
珂
一
に
馨
堕
す
る
こ
と
が
、

科
學
的
認
畿
の
肖
的
で
あ
り
、
そ
の
完
杢
な
織
例
匿
数
塁
の
方
程
式
に
於
て

見
ら
れ
る
。
科
學
口
行
動
の
カ
め
に
存
す
る
の
で
ほ
な
く
し
て
、
現
象
の
魏

明
た
擁
的
と
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
説
明
と
に
、
前
件
と
後
件
と
の
M
一

な
見
欝
し
、
「
合
法
則
牲
」
か
確
立
す
ろ
こ
と
で
あ
ろ
。

　
科
膜
丁
に
於
ゆ
U
る
ア
・
プ
サ
オ
号
的
な
も
の
ば
、
時
碍
の
除
去
喬
要
求
す
ろ
Q

こ
の
理
惣
ぱ
、
既
に
パ
ル
メ
ニ
デ
ー
ス
の
宇
霧
醗
に
於
て
現
れ
て
み
る
が
、

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
相
澱
性
蝉
諭
も
、
物
理
的
實
在
の
聴
込
的
統
一
へ
の

馨
兀
で
あ
る
。
併
し
、
昨
賜
、
懸
花
、
新
し
き
性
質
等
に
白
ビ
同
｝
者
の
本

源
的
な
軍
一
性
た
覆
慨
す
ろ
Q
枳
欝
性
の
理
論
に
当
て
も
、
購
醐
の
不
町
滋

牲
ば
、
熱
力
學
の
第
二
泌
鰯
と
關
蓮
鋲
＼
数
墨
的
物
理
學
の
合
理
的
（
怯
宇

難

語
に
非
合
理
的
な
も
の
か
…
導
入
す
ろ
Q
人
悶
の
鞍
置
ほ
、
科
墜
的
で
あ
ろ
昔
・

否
か
に
掬
ら
す
、
常
に
生
疲
に
於
て
あ
り
、
そ
の
成
築
に
決
し
て
終
極
的
で

あ
ろ
こ
と
ば
穴
く
、
帯
酪
に
新
し
い
研
究
へ
の
跨
務
黙
な
（
俵
ず
O
物
難
塁
蔚
口
物

麗
學
ん
簸
學
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
が
、
纏
て
の
も
の
ば
、
そ
の
根
概
か
ら

殿
學
化
さ
れ
ろ
こ
と
か
拒
む
。
理
牲
と
白
然
と
の
一
致
は
部
分
的
で
あ
り
、

そ
れ
に
置
か
れ
る
当
限
ぽ
傑
兄
さ
れ
得
な
い
。
人
問
の
認
識
ほ
紹
え
す
眞
理

に
泄
づ
寺
な
が
ら
、
常
に
實
霧
か
ら
無
隈
に
隔
っ
て
み
ろ
。
・
・
の
一
見
絶
翼

的
琉
歌
態
に
あ
り
倉
い
が
・
り
、
本
質
的
に
汗
｝
づ
斗
・
得
な
い
鷲
標
へ
の
努
志
刀
な
、

人
醐
の
奪
巌
が
彼
に
強
ひ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
こ
の
欝
に
於
で
、
展
開
さ
れ
ろ
べ
き
メ
ー
エ
ル
ソ
ン
の
童
旨
で
あ

ろ
Q
本
篇
ほ
杢
三
研
、
千
頁
な
紹
．
え
る
大
部
の
警
で
あ
．
り
、
初
の
二
醗
が
本

署
で
四
轡
に
分
た
れ
、
第
三
紛
ぱ
識
鐸
及
び
索
引
に
充
て
ら
れ
て
み
る
。
本

懲
の
内
容
に
聞
し
て
ば
、
夕
波
講
座
「
哲
學
」
に
於
て
、
河
野
蹴
ユ
氏
が
門
礎

代
佛
蘭
西
哲
學
」
（
一
、
）
澱
九
－
…
七
一
頁
に
、
穂
細
に
逃
べ
ら
れ
て
る
ろ
。
爾

ほ
、
メ
ー
工
財
ソ
ン
の
㎝
、
科
學
紫
學
」
一
般
に
就
い
て
は
、
「
α
佛
黒
X
化
」
新
第

経
緯
四
詫
－
五
一
頁
、
に
、
桑
木
或
雄
氏
の
紹
介
が
あ
る
◎

　
　
　
叢
2
三
3
2
ズ
動
μ
鍔
へ
“
日
露
賃
洲
、
雰
剛
）
一
凶
Ω
急
三
μ
（
一
価
一
の
一
挙
鴛
8
琴
窃

　
ゆ
5
讐
（
・
ン
蟹
湿
嗣
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同
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乞
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O
〔
｛
¢
＝
一
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♂
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7
〔
ρ
同
O
旨
諮
　
σ
ρ
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冒
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困
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9
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同
．
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繊
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お
9
録
コ
魯
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○
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H
ゆ
叩
蔦
・

扁
汐
倉
街
　
O
酔
　
（
♂
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2
・
”
ご
凶
”
瓢
韓
詳
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九
一
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聯
圃
川
州
研
究
　
第
二
廿
得
十
山
ハ
塘
…

　
一
八
王
二
年
九
”
ニ
ナ
五
良
テ
ユ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
附
近
ネ
ー
レ
ン
に
鷹
れ
、

七
七
年
ス
ト
ラ
ス
プ
ル
ク
穴
學
の
私
講
師
と
な
り
、
八
四
年
ハ
ル
レ
大
黒
の

け
馬
蝉
刈
獅
肱
授
、
・
九
四
年
｝
焦
櫛
肱
授
ド
ト
灘
叡
ヴ
Q
　
　
一
↓
ん
O
（
ハ
雌
－
賄
限
淡
の
ノ
早
め
配
隣
…
講
嶋
し
、

晩
年
ば
殆
ん
ど
失
明
し
て
ゐ
」
六
。
　
一
九
三
二
年
に
医
生
誕
入
十
年
為
覗
ほ

れ
、
認
念
論
文
集
の
遡
行
た
見
た
が
、
昨
年
十
二
邦
十
九
H
死
去
。

　
彼
の
學
的
活
動
ほ
二
つ
の
方
癒
為
宕
す
ろ
Q
　
一
ば
カ
ン
ト
丈
獄
阜
者
と
し

て
で
あ
り
、
他
に
「
か
の
ゆ
う
に
の
藤
壷
」
の
提
唱
巻
と
し
て
で
あ
ろ
。
．
耕

し
、
彼
自
ら
ほ
、
終
生
カ
ン
夢
の
忠
實
な
後
維
覧
た
以
て
任
じ
、
そ
の
燃
系

も
カ
ン
駆
暫
學
の
、
少
く
と
も
そ
の
一
菰
の
、
徹
底
で
あ
る
と
繋
じ
て
る
カ
。

一
入
九
山
ハ
年
カ
ン
ト
研
究
か
翻
直
謝
円
し
、
　
一
九
〇
四
口
年
カ
ン
ト
協
叩
万
口
た
創
山
ユ
し
、

近
年
ま
で
そ
の
孟
宰
老
と
し
て
、
カ
ン
ト
復
興
に
重
要
な
貢
獄
た
な
し
て
み

ろ
。　
彼
ほ
フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
。
ア
レ
ベ
ル
あ
・
ラ
ン
ゲ
の
戴
接
の
後
総
覧
で
あ

り
、
そ
の
哲
學
為
猫
特
の
仕
方
で
改
饗
し
、
進
展
し
、
終
生
そ
の
影
響
の
下

岡ト

垂
ﾌ
つ
六
〇
　
既
「
に
じ
一
八
七
轟
ハ
年
の
著
作
「
ハ
勘
ト
マ
ソ
、
　
デ
ュ
　
一
嘩
ン
グ
、
．

ラ
ン
ゲ
し
に
於
て
、
前
一
著
の
哲
學
ぱ
、
概
念
論
的
、
唾
物
論
的
、
猫
臨
論

身
形
爾
上
學
の
も
え
さ
し
で
あ
り
、
後
者
の
哲
學
こ
そ
、
蕉
に
事
態
の
要
求

で
る
立
場
で
あ
ろ
と
い
っ
て
み
ろ
Q

　
一
九
一
一
年
「
か
の
や
う
に
の
哲
學
、
概
念
論
的
墨
縄
生
義
に
幕
け
ろ
、

人
糠
…
の
理
論
的
、
磁
μ
蹉
的
、
宗
教
的
假
作
」
と
題
す
る
大
認
の
堂
n
が
ア
ノ
ニ
鳥

著
ム
で
現
れ
た
O
編
者
と
し
て
、
口
恥
ま
で
純
粋
の
カ
ン
ト
學
徒
と
し
て
知

ら
れ
て
ゐ
六
フ
γ
イ
ヒ
ン
ゲ
ル
の
名
が
記
さ
れ
て
ゐ
カ
。
．
併
し
彼
ほ
、
鎮
二

七
か
ら
ば
、
公
然
と
著
者
と
し
て
名
梁
っ
て
み
る
。
そ
れ
ぽ
彼
の
愚
問
二
三

九
二

十
年
闘
に
於
け
る
9
1
仙
索
の
旋
物
で
あ
り
、
大
郷
分
に
既
に
書
下
さ
れ
て
ゐ
表

の
で
あ
る
。

　
カ
ン
レ
の
蘇
成
主
義
的
認
識
論
た
綴
承
し
て
、
認
識
ぼ
費
雀
の
模
爲
で
に

な
く
し
て
、
説
概
の
雛
戒
で
あ
ろ
。
併
し
、
そ
の
研
謂
主
凝
と
ば
、
純
諭
理

的
な
認
識
生
競
で
は
な
く
し
て
、
個
入
的
乃
至
ほ
種
族
的
な
鷹
命
生
観
で
あ

ろ
。
我
々
の
組
て
の
認
識
に
、
継
封
的
な
眞
理
細
腰
ほ
窮
ぜ
す
、
鷹
活
の
糞

め
の
翻
寧
の
債
簸
あ
る
手
段
で
あ
る
に
扇
ぎ
な
い
Q
外
界
た
追
縄
せ
ん
が
穴

め
に
匡
、
磯
ハ
へ
ら
れ
穴
も
の
闘
畔
ち
威
心
二
二
、
範
疇
に
よ
っ
て
糠
呈
し
（
怯
ゆ
り
れ
・

ば
（
怯
2
ウ
な
い
O
我
々
纏
、
蹴
ハ
へ
・
り
、
れ
六
も
の
為
征
強
し
、
二
一
序
づ
け
ソ
、
晶
文
配
す

ろ
薦
め
に
に
、
そ
れ
斎
物
と
し
て
、
鰭
…
牲
た
准
ず
ろ
賢
幾
等
々
と
し
て
把
捉

し
、
そ
れ
、
ら
・
の
假
作
に
．
よ
っ
て
蹴
ハ
へ
ら
、
れ
六
も
の
・
ル
、
い
ば
ダ
鶴
伶
“
し
な
ゆ
り

れ
ば
な
・
り
占
低
ゼ
。
假
作
と
ば
、
｝
毅
的
に
い
へ
ば
、
賓
際
ほ
協
娯
で
、
な
い
の
に
、

一
饗
で
「
あ
る
か
の
や
う
に
」
に
考
へ
ら
れ
畢
、
そ
し
て
そ
、
れ
が
我
々
の
生
の
霧
的

の
蓮
戎
に
役
立
つ
が
如
き
鍛
定
で
あ
ろ
。
騰
勢
、
科
學
の
杢
灘
も
、
窮
極
に

於
て
ほ
、
か
・
る
假
作
に
よ
ろ
諸
思
想
の
互
大
な
集
鞍
で
あ
ろ
。
　
歪
ダ
、
科

學
に
於
て
の
み
な
ら
す
、
形
術
上
學
的
頒
域
に
於
て
も
、
道
徳
、
嚢
衝
、
宗

教
に
於
て
も
組
て
に
鍛
作
で
あ
る
Q
我
々
が
存
奮
、
さ
か
の
や
う
に
欝
じ
る

物
、
物
質
、
抽
象
概
念
、
人
絡
、
璽
魂
、
譜
代
続
紳
、
宇
寅
、
羅
封
暫
等
々

匡
皆
、
我
々
の
生
の
鐵
的
存
驚
成
ぜ
ん
が
糞
め
に
設
け
ら
れ
穴
暇
作
で
あ
る
。

そ
し
て
、
　
留
撚
理
と
ば
こ
の
購
H
的
に
適
ふ
も
の
、
朗
…
ち
有
摺
な
も
の
で
あ
る
。

　
．
併
し
、
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ゲ
ル
感
、
白
己
の
哲
學
に
就
い
て
語
ろ
際
に
、
「
か
の

や
う
に
の
哲
學
」
た
所
謂
「
實
用
主
義
し
か
ら
激
し
く
掘
要
し
て
い
ふ
。
實
用

生
義
ほ
、
眞
理
と
奴
摺
と
為
選
一
覗
し
、
或
口
少
く
と
も
後
期
に
そ
の
幕
準
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な
求
め
よ
う
と
す
ろ
の
に
欝
し
て
、
彼
匹
、
そ
の
慮
傭
で
あ
る
こ
と
た
確
信

す
ろ
諸
表
象
も
、
我
々
に
と
っ
て
理
論
的
に
も
實
践
的
に
も
窃
用
で
あ
り
、
し

か
の
み
訊
仏
ら
・
ナ
必
要
狭
く
可
か
円
り
・
ざ
る
も
の
で
さ
へ
あ
り
得
る
、
蛸
蟹
う
こ
の

意
昧
に
於
て
虚
編
も
眞
理
で
あ
る
と
主
張
す
る
に
去
ろ
の
で
あ
る
と
い
ふ
Q

　
他
方
、
「
か
の
や
う
に
の
暫
學
」
の
説
く
「
暇
製
し
ほ
、
學
問
的
な
假
説
と
ぽ

湿
携
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
潜
ぽ
實
在
の
認
識
た
志
し
、
そ
れ
に
倉

致
す
る
か
否
か
を
橡
誰
さ
れ
ん
こ
と
奄
欲
す
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
暇
作
ぱ

土
語
の
模
爲
で
ぱ
な
く
、
そ
れ
に
舎
致
す
る
こ
と
か
求
め
な
い
Q
實
雀
に
よ

る
学
識
な
要
し
な
い
の
み
な
ら
す
、
叉
無
限
大
、
無
限
小
、
ア
｝
ム
等
々
と

い
ふ
が
如
く
内
的
矛
臆
た
さ
へ
包
含
し
て
み
ろ
。

　
露
代
人
ば
、
論
理
的
矛
盾
為
恐
れ
．
て
る
大
）
　
漫
代
人
ほ
穴
驚
に
幾
多
の
毒

殺
を
な
で
鮎
に
於
て
臨
然
瀧
ん
で
ね
る
。
特
來
の
暫
學
の
海
亀
ほ
、
舟
案
得

る
繰
り
、
鷹
の
充
實
に
役
立
つ
や
う
な
諸
豊
作
た
立
て
、
勇
敢
に
「
か
の
や
う

に
し
行
動
す
る
こ
と
で
あ
ろ
。
「
か
の
や
う
に
の
哲
糧
こ
の
繊
切
と
し
て
［
九

一
九
年
、
ソ
ィ
ム
ン
ト
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
無
力
の
下
に
、
「
哲
学
年
報
し
た
嚢

潤
し
、
そ
の
後
喜
離
科
學
潜
の
塗
伽
為
徽
て
、
二
皿
年
（
簗
合
巻
）
以
後
ほ
、

テ
ィ
ー
テ
痢
に
「
並
び
に
哲
學
的
蜘
暢
評
の
し
と
い
ふ
名
を
加
へ
六
〇
（
嗣
誌
ぱ
二

九
年
箪
八
巻
な
罪
し
た
が
、
　
三
〇
年
「
認
識
」
と
改
題
さ
れ
、
今
騰
で
拭
科
學

哲
學
の
専
門
雑
誌
と
し
て
乞
え
て
み
ろ
）

　
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ゲ
ル
の
「
か
の
や
う
に
」
の
哲
學
採
、
「
淺
藻
し
の
二
字
を
以
て

批
詮
し
去
ら
れ
て
み
ろ
。
償
し
、
現
在
我
々
に
、
如
毎
に
屡
々
、
「
か
の
や
う

に
」
認
識
し
、
行
動
す
る
こ
と
か
強
ひ
ら
れ
て
る
ろ
こ
と
か
Q
フ
ァ
イ
b
ン

ゲ
ル
が
「
あ
・
う
か
の
や
・
り
に
」
考
へ
る
こ
と
た
す
－
ト
め
六
も
の
存
、
彼
に
心
從
つ

維

鎌

て
、
信
じ
る
こ
と
が
得
策
で
あ
る
人
も
あ
る
が
、
下
垂
に
そ
れ
等
な
「
な
い
か

の
や
う
に
し
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
人
も
あ
ろ
。
併
し
、
前
潜
も
亦
、
現
に
あ

る
も
の
為
「
な
い
か
の
や
う
に
」
儀
糊
す
る
こ
と
為
要
求
さ
れ
て
る
る
Q
併

し
、
「
か
の
や
・
り
に
」
ほ
、
結
叫
測
、
凶
作
で
・
の
冠
り
、
「
O
堅
焼
へ
の
淑
騒
寵
心
」
存
映
く
、

認
識
の
雑
念
で
あ
り
、
現
實
の
曲
歪
で
あ
ろ
Q
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箒
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k
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二
峯
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σ

　
3
興
H
〈
蒙
け
国
乱
×
一
曲
湊
。
ゴ
ρ
囲
霞
ご
d
冨
驚
｝
仰
げ
皿
o
｝
）
露
。
（
げ
璽
Ω
謬
霧
－

　
〆
煮
＝
6
…
嵩
ω
Φ
嵩
）
漂
（
一
p
【
，
ロ
腎
ε
菖
羅
灘
p
　雛
（
州
ご
，
●
　
回
⇒
ゆ
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

ハ
イ
ン
ソ
ヒ
・
マ
イ
エ
ル

「
八
轟
ハ
七
年
∴
紫
黒
n

（
一
八
ゐ
ハ
レ
～
…
一
面
ル
一
ご
｝
ご
年
）

ハ
イ
デ
ン
ハ
イ
・
ン
に
生
ろ
Q
マ
九
〇
一
』
牛
チ
ュ
i

九
三
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哲
學
研
櫨
　
第
二
～
臼
十
轟
ハ
號

嚇
ヒ
、
O
二
年
テ
ユ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
、
一
一
年
グ
ヅ
チ
ン
ゲ
ン
、
一
八
年
ハ
イ

デ
声
べ
勘
ク
の
一
門
曲
大
㎝
慣
の
参
照
ん
一
瞬
鵬
麗
し
、
　
一
一
二
年
ベ
ル
噂
ン
に
紬
紳
h
し
で
、
、

更
家
と
し
て
髄
系
家
と
し
て
猫
逸
誓
學
界
の
一
角
の
指
導
者
で
あ
っ
た
が
、

昨
冬
そ
の
長
逝
か
惜
ま
れ
・
穴
。

　
彼
ば
先
づ
傑
禺
し
穴
哲
學
史
家
で
あ
サ
、
我
が
學
界
に
彼
の
名
が
知
ら
れ

て
み
る
の
も
、
主
と
し
て
こ
の
方
颪
の
業
蹟
に
よ
つ
て
で
あ
る
。
彼
の
庭
女

伶
月
ほ
A
コ
も
価
副
ほ
間
て
の
瀞
叩
醐
U
の
佛
揮
脚
台
堂
屍
と
い
は
れ
る
、
「
ア
噛
リ
ス
｝
一
ア
ソ
…
ス
の
ノ

ジ
ュ
切
ギ
ス
テ
ィ
〃
」
ハ
一
入
九
六
1
一
九
〇
〇
年
）
で
あ
っ
れ
。
特
に
…
九

一
三
年
の
署
作
「
ソ
ー
ク
ラ
テ
…
ス
〕
ほ
、
史
家
と
し
て
確
乎
跨
る
地
位
な
築

ふ
・
主
げ
六
。
こ
の
害
ほ
、
曾
っ
て
ソ
…
ク
ラ
テ
ー
ス
に
麟
ぜ
ら
れ
て
る
た
概

念
の
論
斑
的
規
窺
の
綱
始
怨
彼
に
怨
み
、
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
匿
、
ア
リ
ス
｝

テ
レ
ー
ス
に
「
灘
㍗
擦
で
－
ヴ
ρ
人
々
の
ば
考
へ
・
ゐ
が
如
く
、
　
隊
争
闘
潤
的
、
殊
に
弘
劇
埋
的
占
怯

努
力
為
霞
的
と
し
六
の
で
に
な
く
、
　
人
間
た
疏
し
き
徳
に
ま
で
導
く
、
最
も

よ
き
意
昧
の
遺
徳
家
で
あ
っ
乳
と
主
張
す
ろ
の
で
あ
る
。
　
こ
の
マ
イ
エ
ル
の

新
し
き
ソ
ー
ク
三
ア
ー
ス
解
隷
ぱ
、
今
R
に
於
て
こ
そ
、
杢
端
的
な
支
持
に

得
て
み
な
い
が
、
そ
の
當
畦
に
於
て
は
、
誠
に
劉
携
的
な
も
の
で
あ
．
つ
カ
。

獄
ほ
哲
學
更
的
研
究
と
し
て
に
、
メ
ラ
ン
ヒ
｝
ン
、
ラ
フ
ァ
ー
テ
レ
、
シ
ュ

る
ラ
ウ
ス
為
坂
扱
つ
象
「
哲
學
の
純
界
に
」
（
一
九
一
三
年
）
、
並
び
に
晩
年
の

雅
で
あ
ろ
「
猫
逸
概
念
論
の
始
源
」
（
｝
九
三
〇
年
）
が
あ
る
。

　
髄
系
家
と
し
て
ぼ
、
彼
自
ら
が
新
販
な
出
し
象
ジ
〃
フ
々
ト
の
論
麗
學
か

ら
禺
搬
し
☆
。
彼
に
撃
て
も
論
理
學
感
思
惟
の
規
範
學
で
あ
っ
六
が
悔
そ
の

所
謂
思
惟
に
、
認
識
し
、
甥
臨
す
る
思
惟
の
み
で
に
な
く
、
そ
の
外
に
窟
卜

す
る
と
彼
が
主
張
す
る
、
感
購
生
活
、
意
志
生
活
か
ら
・
鷹
じ
る
思
惟
か
も
合

九
薦

む
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
等
の
瓢
誓
ア
イ
オ
ナ
ー
ル
な
思
惟
も
、
認
識
的
思
惟

と
斑
湖
さ
れ
ろ
べ
き
、
蜀
特
の
、
自
立
的
な
統
一
挫
た
有
す
う
と
い
ふ
Q
　
一

九
〇
入
年
に
馬
穴
彼
の
最
初
の
搭
系
的
窯
魯
「
聖
意
的
恩
惟
の
心
理
學
」
ほ
、

か
～
ろ
慧
推
の
研
究
に
捧
げ
ら
れ
て
み
る
。

　
晴
意
的
な
懇
燥
ば
情
感
的
な
患
轍
と
意
欲
的
な
思
惟
と
に
分
六
れ
る
。
精

感
的
な
思
惟
に
ぱ
審
美
的
な
も
の
と
宗
数
的
な
も
の
と
が
、
そ
の
囲
有
な
領

域
と
し
て
鳩
す
ろ
。
見
者
ば
欝
象
な
八
前
ぜ
し
め
る
表
象
で
あ
ろ
が
、
そ
の

聾
象
に
、
箕
礁
骨
…
嬉
疏
ハ
へ
な
い
Q
後
看
に
、
信
仰
の
二
二
で
あ
肩
ワ
、
そ
の
罫
象

に
客
灘
的
安
合
性
な
要
求
す
る
。
次
に
、
意
欲
的
な
甲
斐
と
は
、
意
欲
表

象
、
郭
ち
意
志
の
博
漬
麦
象
で
あ
ろ
Q
そ
れ
に
「
あ
り
し
で
ほ
な
く
し
て
、

「
あ
る
べ
し
し
に
よ
っ
て
麦
さ
れ
る
G
　
そ
し
て
そ
の
霊
要
な
領
城
ぽ
法
律
、

湿
雪
、
倫
理
で
あ
る
◎
從
架
の
諭
理
學
が
専
ら
認
識
的
思
惟
に
そ
の
欝
象
を

限
つ
敦
の
に
参
し
て
、
閑
イ
エ
ル
に
よ
れ
ば
、
諭
狸
學
ば
、
思
惟
一
般
の
規
範

學
で
あ
る
限
り
、
客
意
的
思
惟
か
・
も
包
含
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蝉
ち
、

論
理
學
ぱ
、
認
識
的
悪
善
に
厚
し
て
の
み
な
ら
す
、
叉
感
構
的
怨
犠
に
も
規

範
存
資
姦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
論
理
學
の
探
究
す
ろ
理
葱
並

に
諮
規
範
様
本
來
的
に
は
経
的
麦
象
に
於
て
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ

ら
の
ば
た
ら
き
ぼ
意
欲
的
想
惟
作
期
で
あ
る
Q
從
っ
て
、
論
理
學
の
諦
成
果

匡
た
ズ
書
意
的
・
論
理
的
馬
溜
牲
怨
要
求
し
得
ろ
の
み
で
あ
系
b
ズ
イ
エ
ル

の
最
初
の
機
縁
的
漉
聾
巨
、
　
か
く
の
’
獺
さ
こ
般
的
包
括
的
意
昧
に
於
け
る
思

推
に
心
理
學
的
幕
礎
存
厩
へ
へ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
六
と
い
ふ
こ
と
が
班
※

ろ
◎
　
か
》
ろ
立
場
に
よ
る
、
フ
ッ
サ
ー
か
の
現
象
學
批
朔
ほ
一
九
」
四
年
の
ア
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ロ
イ
ス
・
耳
ー
シ
認
念
論
交
集
中
の
一
篇
「
論
理
撃
と
心
理
學
」
に
於
て
兄
綴

さ
れ
る
。
思
惟
に
、
麗
象
以
上
に
或
ろ
特
殊
な
ほ
た
ら
語
意
有
す
う
も
の
と

ば
考
へ
な
い
マ
・
づ
エ
〃
の
立
場
か
ら
見
れ
い
μ
、
現
象
思
川
も
一
つ
の
心
理
學
で

瀞
の
る
に
五
一
聖
で
す
、
話
劇
理
學
へ
の
躁
焼
国
酒
と
し
て
黛
上
江
臥
す
・
み
に
」
愚
ポ
・
な
く
な
る
Q

　
同
年
の
著
作
「
歴
史
的
認
識
」
ほ
、
幽
暗
流
行
し
実
意
壕
の
歴
鹿
哲
學
的
研

究
、
即
ち
歴
史
學
の
認
識
論
的
研
究
で
あ
る
が
、
當
聴
の
管
學
に
於
け
る
主

観
約
契
挫
の
過
重
親
に
反
欝
し
て
、
彼
の
晩
年
の
哲
學
の
特
色
で
あ
る
笠
在

論
的
掻
殉
ほ
著
し
く
現
れ
て
み
ろ
Q
こ
の
分
野
に
於
て
も
、
「
情
意
的
思
摘
芯

の
暫
學
者
ほ
孟
、
張
す
る
Q
歴
史
的
認
識
ぽ
、
「
概
念
的
抽
象
し
で
に
な
く
し
て
、

「
翫
魏
的
抽
象
」
で
あ
る
。
騒
史
的
認
識
と
匡
、
維
多
に
於
け
る
統
一
、
勝
蘇

に
於
け
ろ
善
遍
か
霞
壁
書
に
清
乏
し
、
峰
代
或
匹
鋼
人
の
特
性
た
託
蓮
す
る

こ
と
で
あ
ろ
と
い
ふ
。

　
第
二
の
、
そ
し
て
終
に
嵐
前
そ
の
完
結
な
見
な
か
つ
六
写
染
的
生
出
「
撹

控
性
の
哲
卸
し
ば
所
謂
「
理
牲
の
暫
學
し
に
峻
し
い
欝
病
奄
な
し
て
、
現
凝
性

に
、
そ
の
騨
に
れ
療
露
然
の
諸
雛
利
を
鉄
復
ぜ
ん
と
す
ろ
Q

　
…
九
二
論
ハ
年
に
公
に
さ
れ
索
そ
の
節
一
義
「
㎞
奥
理
と
現
庸
只
性
し
ほ
、
我
々
の

認
識
の
進
む
べ
き
避
ぱ
、
眞
理
か
ら
現
笠
性
に
謝
ら
投
ぼ
な
ら
な
い
と
い
ふ

確
信
か
ら
現
實
性
の
究
明
に
査
力
か
集
申
す
る
一
つ
の
新
な
形
弼
上
撃
に
論

理
的
基
礎
な
班
ハ
へ
よ
・
り
と
す
ス
・
Q
第
二
巻
は
「
物
巨
的
視
輪
μ
牲
し
　
一
こ
三
障
e
れ
、
物

的
現
實
姓
の
形
而
上
學
な
樹
立
し
ょ
う
と
す
ろ
Q
昨
年
公
に
さ
れ
カ
そ
の
第

一
部
ほ
「
物
的
無
界
の
二
乗
性
」
た
論
じ
、
先
づ
物
的
な
現
量
存
在
の
意
味
為

確
め
よ
う
と
す
る
◎
　
今
三
唱
學
者
の
闘
に
於
、
て
も
、
か
の
｛
業
朴
轡
ハ
雀
論
が
再

び
頭
存
上
げ
か
げ
て
み
ろ
。
　
自
然
愛
吟
者
に
大
部
分
、
忌
日
饗
、
物
理
的
實

難

暴
論
存
儒
じ
て
樺
ら
な
い
。
槻
（
．
心
論
ぽ
斥
げ
ら
れ
六
が
、
そ
れ
と
鰐
昨
に
、

槻
く
，
心
置
の
殻
績
も
見
失
ほ
れ
て
み
ろ
。
實
帰
館
義
的
な
、
観
念
論
的
な
、
實

雀
鯛
醐
酌
な
O
倶
理
一
槻
、
・
て
れ
ら
の
認
て
ば
，
下
等
な
批
鍔
に
燃
門
へ
（
蟻
い
。
湧
腔
誠

作
規
の
精
細
な
分
析
に
よ
っ
て
の
み
、
我
々
巨
現
身
に
就
い
て
の
一
つ
の
薪

し
い
反
省
に
到
る
Q
超
越
的
班
與
と
，
そ
れ
た
物
的
實
在
な
ら
し
め
る
朔
臨

と
の
間
に
因
果
臨
係
葎
考
へ
る
こ
と
三
五
さ
れ
な
い
Q
物
的
實
在
な
携
成
す

ろ
朔
断
ば
、
我
の
思
惟
で
匡
な
く
普
泄
的
な
二
丁
で
あ
ろ
が
、
我
か
ら
杢
く

離
れ
た
も
の
で
ば
な
ぐ
、
そ
の
申
に
我
の
鋼
臨
が
内
重
し
て
る
ろ
。
如
葱
な

る
知
琵
凋
断
も
か
・
る
雌
”
遍
的
朔
断
た
根
底
に
有
し
、
炉
、
れ
に
封
象
を
規
定

す
ろ
諸
形
式
、
即
ち
範
疇
ぱ
依
有
し
て
み
ろ
。
彼
の
立
場
ぱ
超
越
論
的
撹
象

論
で
あ
り
、
そ
れ
の
み
が
、
梶
樋
脇
に
そ
の
奪
採
れ
れ
譲
利
た
完
を
に
恢
復

す
る
こ
と
が
欝
來
る
Q
そ
し
て
彼
二
黒
鷺
か
起
票
し
て
果
さ
な
か
っ
た
策
二

部
「
物
的
世
界
の
構
造
し
に
於
て
、
そ
の
完
全
な
五
明
を
見
出
さ
ん
と
し
大
の

で
あ
る
。
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